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１．山形県の道路交通事故のすう勢

山形県の交通事故による年間の死者数は、昭和 46 年の 204 人をピークに、以後着実に減少し、平成 20
年には昭和 32 年以降最も少ない 48 人を記録しました。しかしながら、その後平成 21 年の 50 人、平成
22 年の 51 人、平成 23 年の 50 人と、平衡状態が続きいわゆる 50 人の壁にぶつかっております。
山形県の交通死亡事故の特徴は、
①　高齢者が犠牲となる事故が多い（全死者の約半数を占める）
②　第 1当事者の高齢ドライバーによる事故が多い（全死者の 26％を占める）
③　国道・県道等幹線道路での発生が多い（全死者の約 8割を占める）
④　夕方から夜間にかけて（16：00 ～ 20：00）多い（全死者の約 3割を占める）
⑤　前をよく見ていなかったことによる事故が多い（全死者の約 4割を占める）
⑥　歩行者の道路横断中の事故及び交差点での出会い頭事故が多い（全死者の 4割を占める）
などがあげられます。
また、発生件数や負傷者数については 6年連続で減少し、平成 23 年には、発生件数 7,308 件、負傷者

数は 9,108 人と平成 13 年以降最小となっています。
このように、近年道路交通事故による負傷者数、死者数が減少していることを考えると、これまでの交
通安全対策には一定の効果があったものと考えられます。しかし、いわゆる昭和 40 年代の交通戦争時代
の件数を以前上回っている状況のため、少しでも交通事故をなくすために、実際に発生した交通事故に関
する情報の収集、分析を充実し、より効果的な対策への改善を図るとともに、有効性が見込まれる新たな
対策を推進する必要があります。
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２．これまで行ってきた交通事故対策

これまで山形県が道路管理者として行ってきた交通事故対策は、次のような施策で取組みを実施してき
ました。
　①　事故危険箇所

幹線道路の安全対策を効率的かつ効果的に進めることを目的。平成 15 年度から平成 19 年度、平成
20 年度から平成 24 年度までの各 5箇年を期間として、特に事故の発生割合の高い幹線道路の区間等
を事故危険箇所として警察庁と国土交通省が共同で指定し、県公安委員会と道路管理者が連携して、
集中的な交通事故抑止対策を実施するもの。山形県では 19 箇所が指定、うち県関係は 5箇所。

　②　安心歩行エリア

歩行者及び自転車利用者の安全な通行を確保することが目的。平成 20 年度から平成 24 年度の 5箇
年を期間として、歩行者・自転車死傷事故発生割合の高い住居系又は商業系地区をあんしん歩行エリ
アとして警察庁と国土交通省が共同で指定し、県交安委員会と道路管理者が連携して、経路対策、ゾー
ン対策、幹線道路対策等を実施。山形県では全 7地区が指定され、うち県関係は 6地区。

　③　交通安全総点検

地域の人々や道路利用者の主体的な参加のもと道路交通環境の点検を行い行政と住民・企業など地
域が一体となった取り組みを通じて、交通の安全確保を目指すことを目的。平成 9年度から毎年春と
秋の 2回、全国交通安全運動時にあわせて、点検テーマに基づいた点検地域、点検対象、点検参加者
を決定して点検を実施する。点検実施後、改善計画を決定し道路管理者、警察署、地域住民、企業等
が協力して施設整備や利用の工夫等により改善する。平成 24 年春までに全 244 地区で実施。

　④　重大事故現場点検、現地検討会

交通死亡事故等の重大事故が発生した場合に、道路管理者と警察署が、重大事故が発生した原因、
発生場所の道路交通環境、同様の交通事故の再発を防止するために必要と認められる措置等を検証し、
必要に応じ対策を実施する。

　⑤　交通安全施設等整備事業

交通事故が多発している道路その他緊急的に交通の安全を確保する必要がある道路について「交通
安全施設等整備事業の推進に関する法律」に基づき実施する事業。歩道等、立体横断施設、交差点の
改良、視距の改良、路肩の改良、道路標識、道路情報提供装置、道路照明、防護柵、区画線等の整備
を実施。
いずれの施策も、安全で安心な交通の確保という点では効果があり一定の成果が得られたものと思いま
すが、県全体の事故件数の削減効果という点では、直接的に効果が見えないこと、事業費が多大であった
り事業期間が長かったりして効果が発現するまでに相当の期間を要するなどの課題があります。

３．新たな取組み手法の導入

平成 22 年に国土交通省は、道路事業の透明性・効率性を高めるために新たな事業評価制度を導入する
試行を始めました。特に局所的な事業である交通安全事業については「成果を上げるマネジメント」とし
て事故データや地域の声に基づく「事故危険区間リスト」を公表し、事業着手する箇所を定めて、事故発
生要因を分析、対策メニューを選定し、事業完了後は事故データにより効果の分析・評価を行うマネジメ
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ントサイクルを適用することにしました。
山形県としても国・県道等の幹線道路での事故が
多いことを踏まえ、国土交通省のマネジメントを参
考として、平成 23 年度から山形県版の成果を上げ
るマネジメントを試行することにしました。

政策目標評価型事業評価の導入について

（国土交通省 道路事業）
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率が大きくでることになります。そこで、山形県が管理する道路の中には、交通量が少ない区間があるこ
とや、交通量の観測点も少ないことから各区間に対する交通量データの信頼性も薄いことから、単純に「死
傷事故件数」をデータとして活用することにしました。
なお、データの評価期間は国土交通省と合わせて過去 4年間としました。

５．箇所の選定に第 3者意見を反映

成果を上げるマネジメントでは事故危険区間リストを道路管理者がデータに基づき作成し、その上位区
間から第 3者の意見を聞いて箇所を選定することとしています。
山形県では、出先事務所が 4総合支庁と 3分庁舎の計 7公所で道路事業を実施しているため、より地域
の特性をよく理解できる方々から選定していただけるように、その 7公所単位で選定会議を開催し意見
を聞くこととしました。その選定会議に参集していただいた方々は、各地区の交通安全協会、PTA関係、
道路利用者団体、各市町村の交通安全担当者や道路担当者、各警察署等の代表者の方などです。
更に、7公所で意見を聞いて選定した箇所を県全体で集約し、県のみちづくりについて意見をいただく
第 3者委員会「山形のみちづくり評議会」においてもその箇所やプロセスについて意見をいただき選定の
参考にさせていただきました。

６．各段階において透明性を高める

今までの交通安全事業では費用対効果の分析が難しいため、B／Cによる事業評価は行われず、新規着手
のプロセスもわかりにくいものでしたが、このマネジメントでは、その元になる指標やプロセスも各段階におい
て公表することで透明性を高めることにしました。箇所の選定においても、会議の内容やその結果を開示し県
のホームページなどで公表することにし、事業実施箇所の決定時や対策後の評価も公表することにしています。

７．早期効果を発現する対策

対策メニューは早期効果を発現するような対策で、即効性のあるソフト的な簡易工事（路面表示、カラー
舗装等）を行うこととし、単年度で完了することを基本としています。従って、毎年度新たな箇所の選定
から始めることとなります。
また、その対策メニューを決める段階においても、各地域の選定会議を利用して第 3者から意見を聞き
地域の特性や事故原因に即した対策メニューのアイディアをいただいています。

８．歩道整備事業とは区分して実施

山形県が管理している道路の歩道整備率は全体で約 47％、法指定通学路で約 65％（簡易整備含む）と、
まだまだ歩道の設置が遅れています。そのため、歩道整備は従来の交通安全施設整備事業において、通学
路に指定された路線で、歩道が未整備で危険な箇所へ計画的に整備することとしています。そこで、この
交通事故対策については、歩道整備等を行う交通安全施設整備事業とは切り離し、独自に県単独事業とし
て事業化して実施することにしました。（法指定通学路：交通安全施設等整備事業の推進に関する法律により指
定された児童又は幼児が小学校若しくは幼稚園又は保育所に通うために1日につき概ね40人以上通行する道路の区間）
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９．事業評価の実施

新規着手時の事業評価は過去4年間の死傷事故件数と第3者意見によって評価されるものとなりますが、
対策実施後の事後評価についても、客観的指標である死傷事故件数で事前と事後を比較する形を基本とし
て実施します。新規着手時は過去 4年の事故データを利用したために、基本的には対策後も以降の 4年の
データを取得した 5年後に比較することになりますが、対策直後から毎年データを注視していき、事故が
まったく減る気配がないなどの際は、5年を待たず再対策を行うことも有り得ると考えています。

10．小規模対策から大規模対策への発展

各年度において行う対策メニューは基本的にソフト的な簡易工事としていますが、対策後や事故を分析
する段階で、そのような簡易工事では解決しない、しそうもない箇所もでてきます。その場合は、（ケース1）
簡易工事を行った後に、事後評価を実施して、大規模工事（交差点改良や歩道整備工事）に移行する場合
と、（ケース 2）対策メニューの検討段階で明らかに大規模工事が必要と判断された場合に箇所選定まで
をこの事業で行い、交通安全施設整備事業として新規着手する場合があります。
このように、この事業で実施する小規模対策から発展して、従来の交通安全施設整備事業で行ってきた
大規模対策に発展することも想定しています。

11．平成 23 年度の取組み状況

平成 23 年度は試行として実施したため、スタートも平成 23 年の 2月から事故危険区間リストを作成し
3月までに各地域で選定会議を開催しました。その結果 24 区間をリストアップしていだき、予算（県全
体で 5千万円を確保していた）上の制約からそのうち 18 区間（区間が連続する場合は 1箇所とし、全 11
箇所として実施）の対策を実施しました。

平成23年度実施例（1）
・（国）348号　山形市南館地内
　交差点以外の右折車に起因する事故が多発して
いるため、右折抑制を目的としたラバーポールや樹脂ブ
ロックを設置し、事故の軽減を図りました。
《対策工法》
　ラバーポール、樹脂ブロック

平成23年度実施例（2）
・（主）米沢高畠線　米沢市金池地内
　追突事故や交差点内の事故が多いため、交差点を
狭く見せて右左折時の速度を抑制し、横断歩道部の
カラー化や路面標示による注意喚起で事故の軽減を
図りました。
《対策工法》
　カラー舗装（横断歩道部）
　区間線（ドットライン・追突注意など）
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12．平成 24 年度の取組みと今後の展開

平成 24 年度は、平成 23 年度の試行から本格実施へ移行することとし、前年度の予算要求前に箇所を選
定していただき、その箇所について予算要求を行いました。その結果、事業費も 5千万円から 8千万円に
拡充することができました。そして、その予算が成立した段階で実施箇所を決定、公表し、24 区間 15 箇
所で対策を実施しているところです。なお、そのうち 1箇所は、大規模対策として交通安全施設整備事業
として整備に着手しております。
今後は、実際に平成 23 年度に実施した箇所から順次その効果が数字で表れることになります。事業者
としてはその結果について、非常に厳しい評価をつきつけられるかもしれません。また、事業費に比して
大変手間と労力が必要な事業でもあります。しかし、それだけに真剣に取り組むことができ、効果検証を
短期サイクルで実施できることから、明らかに交通事故減少につながるものと思って取り組んでいるとこ
ろです。

 

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度
Ｈ２４年度

２月 ３月

2

第3者
意見

各地域

公表

事後評価

第3者
意見

県全体

４-５月 ７-９月６月

11

Ｈ25
年度
以降

23

24

１１-３月１０月

第3者
意見

県全体

公表 公表 公表

公表 公表

凡例

第3者
意見

各地域

事業実施の流れ

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


